
　皆さんの健康づくりを応援する「よねざわ健康マ
イレージ」。この制度では、運動・食事などの生活
改善や健（検）診の受診、健康づくり事業などに参
加して「よねざわ健康マイレージポイントカード」
に 50 ポイント以上貯まったら、「やまがた健康づく
り応援カード」への交換を申請できます。
　「やまがた健康づくり応援カード」は、提示する
と協力店から特典やサービスを受けることができ、

さらに、申請した人の中から抽
選で 40 人に、市内運動施設利
用券やお食事券などの賞品をプ
レゼントします。
　皆さんもこの機会に健康づく
りを実践し、楽しみながら健康
とお得を手に入れませんか？

電子申請は「やまがた e 申請」で検索！

「米沢市」→「よねざわ健康マイレージ」に入力

▼

よねざわ健康マイレージポイントカード

　ピロリ菌は、胃癌、胃潰瘍や十二指腸潰瘍、胃炎
などに関連しています。早期胃癌の内視鏡治療後
の別の胃癌の発生率は、ピロリ菌を除菌することに
より３分の１に減少することが明らかになっていま
す。胃潰瘍や十二指腸潰瘍は除菌により潰瘍の再発
が抑制できます。2013 年には慢性胃炎もピロリ菌
の除菌療法の保険適用になりました。
　ピロリ菌の感染経路はヒトからヒトへの経口感染
であると推定されます。以前は生活用水に混入した
菌による感染が疑われていましたが、衛生環境が良
くなった現在では、感染者の唾液を介した感染が考
えられています。胃酸の分泌や胃粘膜の免疫能の働
きが不十分な幼小児期に感染し、大きな要因として、
離乳食が開始される生後４～８か月の保護者による

「離乳食を噛んで与える行為」が考えられます。な
お、成人では急性胃粘膜障害を起こすことはありま
すが、一過性感染で終わる可能性が高いです。
　ピロリ菌は一度持続感染が成立すると自然消滅す
ることはまれで、除菌や高度萎縮などの環境変化が
ない限り感染し続けると考えられています。菌が胃

の粘膜に感染すると、表層に胃炎を起こします。胃
炎によって粘膜はだんだん萎縮していき、長い期間
炎症が続くと、胃癌が発症すると考えられています。
ピロリ菌に感染している場合には、必ず慢性活動性
胃炎を起こしており、胃癌をはじめとするピロリ菌
関連疾患が併存している可能性があります。　
　除菌治療は通常は３種類の薬を朝夕２回、７日間
服用します。初回の除菌には、胃酸の分泌を抑える
胃薬と２種類の抗菌薬を用います。日本では特に胃
癌が多いので、胃癌のチェックをした後に除菌治療
を行うべきであり内視鏡検査は必須です。除菌が成
功した後でも、胃癌が発見されることがあります。
除菌成功後にも定期的な内視鏡検査や胃がん検診を
継続して実施することは極めて重要です。

　＜市民公開セミナーを開催します＞
　■日時／ 10 月 13 日㈯ 開場９時 30 分・開演 10 時

　■場所／すこやかセンター  ■参加費／無料 ※申込不要

■問合せ／市立病院総務課企画財務担当☎ 22-2450

■問合せ／健康課健康企画担当☎ 24-8181

＜よねざわ健康マイレージ参加方法＞
①ポイントカードをもらう  ②ポイントを貯める
③ 50 ポイント以上貯めて ｢応援カード｣ を申請
④ �｢応援カード｣ の提示で特典・サービスを受ける
■対象／満20歳以上の市民（平成31年3月31日現在）
■�ポイントカード配布場所／健康課（すこやかセン

ター内）、市役所総合案内ほか
■応援カード申請締切／平成 31 年２月 28 日㈭
■�応援カード申請方法／健康課へ持参又は郵送、イ

ンターネットからの電子申請のいずれか
■�その他／ポイントカードは今年４月１日以降の実

践分から記入できます。
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